FED/CPから日本の全ホームに向けてのアドバイザリー　　[FD/MM/FM]

2005年3月28日
TWの人へ：　プリントアウトし、ホームにいる親とティーチャーが全員、必ず読めるようにして下さい。
子どもが外部の人からの質問に答えるのを助ける
親愛なる日本のフィールドの皆さんへ

　　GBY!　実り多きインスパイアリングなフィーストを通して共に祈り、話し合い、決断し、実行することで、さらに「強め」が進んでいることと思います。尊い子どもたちの訓練やシェパディング、教育、良い環境作りという面でも、団結した努力によって一歩一歩進歩を遂げている皆さんに、主の祝福がありますように！　桜ウイットネスのためにも祈っています！

　　さて、私たちの一般とは異なるライフスタイルやホームスクーリングのゆえに、子どもたちも、証しやフォローアップ、その他の外部の人たちとのかかわりにおいて、色々な質問を受けることがあると思います。また、主は迫害を約束されましたが、迫害の状況にあってはなおさら、確信をもって質問に答えることを求められる場面が出てくることでしょう。ですから、子供も、「説明を求める人には、いつでも弁明のできる用意」ができているよう、剣を研ぐ必要があります。（1ペテロ3:15）　そこで、子どもたちが受けるような質問と答えのサンプルを載せたQ&A集を作成しました。日本での状況を考慮して作られたものです。

　

このQ&Aを使うにあたって、以下のことを頭においていてください。
1） こうした練習をする時には、信仰に満ちた楽しい方法でするよう祈り、工夫してください。子どもたちに恐れや心配を植え付けるようなことがありませんように。子どもが、「正しい答えを覚えていられるだろうか、間違ったことを言ってしまうのではないか」と心配するのではなく、確信をもって心から語ることができるように、という方向で助けてあげて下さい。信仰と励ましに満ちた霊の内に手助けし、導いてあげるならば、子供が自分の思いを言い表して答える助けになることでしょう。

2） 年齢によって、受ける質問も答え方も違ってくるので、年齢に応じて答えを調整して下さい。より小さい子供については、Q&Aの質問の中から適切と思われるものを選んであげて下さい。大きい子どもでも、必ずしも全部の質問をカバーしようとする必要はないし、祈って導かれるままにQ&Aを利用してください。

3） 各質問に対するサンプルの答えは、単にアイデアであって、覚えるためのものではません。それぞれの状況に応じて、また、相手がどんな人かに応じて、どう答えたらいいか、祈ったり、話し合ったりする必要があります。また、子供の感じることや考え、言いたいことによって、答えが違ってくるので、子供が確信をもって、私たちのライフスタイルや活動について説明できるよう導いてあげてください。
4） 質問に答える子どもの話し方、言葉づかい、マナー、姿勢、表情なども大きく語ります。下にあるゲームのように、実際に場面設定をして、子どもに答えさせてみるといいでしょう。相手の霊や質問の仕方などから相手を見分けることについても、それぞれの子供に合った方法で説明してあげるといいかもしれません。
5） 特に、ホームスクーリングに関する質問について：

1 子どもが確信をもって自由に答えられるためには、子供たちの毎日の生活やスクーリングが実際に、単なる退屈な日課ではなくて、バラエティーやチャレンジに満ちた、活気のあるものである必要があります。そして、子供たちが御言葉から、私たちのユニークなライフスタイルについて理解し、ビジョンと確信をもっている必要があります。このポイントについて、このファイルの最後に、キッドランド＃４６からの抜粋を載せておきます。（付属 ａ）
2 定期的に、子どもたちと、学習記録、特に写真の載ったポートフォリオを見ながら、学習した事柄や、参加した遠足、社会見学、特別なアクティビティー、ボランティア活動などなどについて一緒に話す時間をとるといいかもしれません。色々と特別な学習活動をしていても、子どもは忘れてしまったりするので、こうして共に話すことは役に立つし、楽しい時間ともなることでしょう。

3 ホームスクールの利点について御言葉から学ぶことも助けになります。キッドランド＃４６の６ページに載っている、子供たち、及び大人が読める御言葉のリストを、このファイルの一番最後に入れましたので、参考にしてください。（付属 ｂ＆ｃ）
4 時に、公立学校の問題点を話すよう導かれる場合もあるかもしれませんが、基本的には、否定的な面を強調するより、ホームスクーリングの利点を強調するほうが受けられやすいでしょう。

ゲームのアイデア（キッドランド＃４６より抜粋）

質問を子どもと一緒に一通り練習して、彼らがだんだん上手に答えられるようになってきたら、Q&Aゲームをする事ができるでしょう。以下がそのアイディアです。ゲームをすることで、楽しく復習でき、子どもが自分の答えにもっと自信を持てるようになるでしょう。

振りをする：子ども達は役を演じたり振りをするのが大好きです。これらを混ぜ合わせて、アクティビティにし、訪問者の格好をし、順番にホームスクールやファミリーでの生活に関する色々な質問をします。

ジョーンズご夫妻とお茶の時間：「振り」と似ていますが、午後のティータイムのために、テーブルをきれいにセットアップします。お茶を飲みながら、子どもたちがジョーンズご夫妻にホームスクールについて話します。

輪になって：質問を小さな紙に書き、子ども達に輪になって座ってもらい、ホームスクールに関する質問を書いた紙を配ります。一人ずつ順番に質問を読み、それに答えます。

「質問を書いたのは私」:　子ども達が輪になって、内側を向いて座り、「イット」になった子が子ども達の背後を歩きながら、一人の子どもの後ろに紙を落とします。紙にはそれぞれ質問が書いてあります。紙を落とされた人は、紙に書いてある質問を読み、それに答えます。それから今度は、自分が次の「イット」となり、ゲームを続けます。
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では、以下のＱ＆Ａが、子どもが質問に対して自信と確信をもって答え、より良い証し人となるよう助ける上で、皆さんの祝福になるよう祈ります。

「わたしはあなたに子供を与えた。そして、御国の鍵、わが言葉と愛を通して、あなたは子供を正しく育てるのに必要なすべてのものを手に入れる事ができる。」

たくさんの愛と祈りを込めて、　FED/ＣＰボードを代表して、メアリー

　Q 　& 　A　

（＊印がついた部分は、答えのサンプルの色々な例で、☆印のついた緑の部分は、親やティーチャーのためのカウンセルです。）

単なる事実についての質問

Q　どこで生まれたの？／生まれはどこですか？

Q　何歳？　何年生？　
☆　一般の人は、年齢よりも、学年を聞くことが多いです。ホームスクーリングをしていると、そういう言い方をあまりしないので、答えに詰まることがありますが、単純な質問なので、すんなり答えられるよう、どう答えるか子供と決めておくといいでしょう。また、英語では、「7年生、8年生」という言い方をしますが、日本語では、中学1年、2年といった言い方をしたほうがいいでしょう。英語の勉強では○年生で、日本語の勉強では○年生、といった具合に答えるのが適している場合もあると思います。

Q  住所と電話番号

Q  何人兄弟？（自分も入れて数えることを忘れないように）

Q　 何人家族？

☆　小さい子どもの場合、上の二つの質問を混同しやすいので、助けてあげるといいでしょう。

Q  両親の名前は？　

☆　小学校高学年か中学生以上の場合は、親のことを話す時に、「お父さん、お母さん」ではなくて、「父、母」と言えるよう教えるといいでしょう。）

Q  お父さん（お母さん）は何の仕事をしているの／お父さんの職業は？

☆　宣教師やボランティアの仕事と答える場合、大きい子だったら具体的に何をしているのか、ある程度説明できるように備えておくと良いでしょう。
➽　こうした基本的な情報については、一緒に送っている練習シート(2003年のデリゲーツミーティングで配られたFEDからのCDにも入っています)　などを利用して、子供たちが学年に応じてきちんと漢字で書けるようにも繰り返し練習させてあげてください。ある程度の期間、繰り返し練習をさせ、きちんと出来るようになったので安心していたけれど、何ヶ月かして再びやらせてみたら忘れていた、というレポートも来ています。どうぞ、定期的に復習するようにしてください。）

ホームスクーリング、学校、勉強についての質問

Q：　どこの学校に行っているの？　

A：　ホームスクーリングで勉強しています。

☆　ホームで複数の家族が共にホームスクーリングをしており、ある程度の人数がいる場合は、ホームスクールに名前をつけて、「○○スクール／○○ホームスクール」と言うこともできるかもしれません。

☆　大きな子供の場合は、「在宅教育を受けています」という言い方もできるでしょう。

Q：　ホームスクーリングって何？

A：　

（小さい子供：）

＊　家で勉強をすることです。家の中でクラスがあって、友だち（兄弟）と一緒に授業を受けています。
（大きい子供：）

＊　在宅教育といい、家で、友だちや兄弟と一緒のクラスで授業を受けています。

＊　在宅教育といい、○○という学習プログラム／カリキュラムを使って家で学習しています。

☆　上のように、少し説明を付け加えて、きちんとした教育を受けていることが明らかになるような話し方をするといいでしょう。また、アメリカでは200万人を超える子どもがホームスクーリングをしており、日本でも、ホームスクーリングをしている親が増えており、なかなか正確な数字はつかめないものの、3000人ぐらいいるとメディアで報道されているということも、大きい子どもなら知識として知っておき、説明に加えることもできるでしょう。

Q：　先生は誰？
A：　母（または父、あるいは先生の名前）が教えてくれています。

☆　複数の先生がかかわっている場合も多いので、そのことをきちんと話すと良いでしょう。たとえば、お母さんが日本語での勉強を教えてくれて、○○先生が英語の勉強を教えてくれる、など。
☆　共同ホームの場合、親や兄･姉以外の大人が教えている場合、「家庭教師の先生」という言い方もできるでしょうし、あるいは、ただ「○○先生」と言うこともできるでしょう。何にしても、どのようなよび方をするか、そのホームの状況によっても違ってくるので、祈って決めておくといいでしょう。


Q：　どうしてホームスクーリングをしてるの？

A：　

· 家で勉強すると、自分のペースで学べるし、興味のあることにもっと時間をかけて学べます。得意な科目は、どんどん先に進むこともできます。私はクリスチャンですが、クリスチャンとしての学習もしっかりすることができます。また、日本語と英語のバイリンガルで学習をしています。

· 両親が宣教師で、自分も将来（高校生ぐらいになったら）、外国で活動したいと思っているので、完全なバイリンガルになれるような教育を受けたいです。そして、今しているホームスクール・カリキュラムだと、クリスチャンの勉強やボランティア活動もできるので、宣教師／ボランティアワーカーになるための良い訓練になります。

· 聖書の勉強ができるし、キリスト教に基づいた学科の勉強をすることができて、クリスチャンとしての良い訓練になります。
☆　「クリスチャン教育」、「バイリンガルの教育」というポイントを強調することは、説得力があると思います。そうした教育は、学校では受けることができず、私たちの教育の特権なので。OC／ジェッツから上の子どもは特に、親の選択によってというよりも、自分でも確信をもっている必要があるでしょう。以下、他にも色々具体的に話せるポイントを挙げましたが、一人一人の子供と話すことによって、子供の心の中にある思いを引き出してあげて、それを一般の人にわかりやすい言葉で説明するのを助けてあげてください。

（その他、具体的にあげられる事柄：）

· 全教科を同じペースで進む代わりに、得意な科目はどんどん勉強を進めていき、苦手な科目はプレッシャーを感じずに、自分なりのペースでしっかり学んでいくことができるので好きです。

· 今は、タイプの練習をしており、毎日そのために時間をとっています。

· 興味のあること（電気のこと、お菓子作り、コンピューターなど）を学ぶのにもっと時間をかけることができます。それについてよく知っている人が同じホームにいるので、毎週○時間ずつ友だちと一緒にクラスをしてもらっています。

· 好きな理科は、僕（私）の学年よりも一年先を勉強しています。

· CDを使った学習プログラムも使っており、とても楽しいです。

· 時々、両親と一緒に旅行もしますが、その時は、勉強道具ももっていくので、勉強が遅れることはありません。

· 人数が少ないので、自分のわからない所や、もっと学びたいことについて、しっかり教えてもらえます。

· お兄ちゃんは中学の時に海外でボランティア活動をしました。私も、そうしたいです。

· 一生懸命がんばるなら、高校3年生までの学習をもっと早い年齢で終わらせることができます。また、美術が好きなので、それについて深く学ぶ時間をもっととることもできます。

　　　　　　　

Q：　他の子どもたちのように、学校に行きたいとは思わない？

A：　

· ホームスクーリングは楽しいし、ちゃんと勉強しているので、学校に行きたいとは思いません。それに、机に向かう勉強ばかりではなくて、色々実際にやってみることができるし、将来役立つことをもっと学べるから好きです。

· 「普通の学校には行っていないけど、おうちの中にクラスがあって、みんなと勉強しているから大丈夫です。」

· 「学校で勉強するより、家でお母さんや友達と（または、家庭教師の先生と）一緒に勉強するほうが好きです。どうしてかというと・・・・・・」　
☆　上の質問は、上の例のように、子供や状況に応じて様々な答え方ができるとし、その上の「どうしてホームスクーリングをしているのか」という質問に対する答えと同じような答え方もできるでしょう。要は、確信をもって答えることですね。

Q：　でも、学校に行かないなら、友達がいないんじゃない？

A：　

· ホームスクーリングで、兄弟だけじゃなくて、友だちも何人か一緒に勉強します。だから、一人ぼっちではありません。

· ホームスクーリングをしている子供たちの集まりによく参加するので、そこで会った子たちとも友達になります。文通することもあります。

· 地域の行事やボランティア活動や色々なことをするので、そういう時に会った人とも友達になります。老人ホームを訪問した時に会ったおじいちゃんとも文通しています。

· 老人ホームや子供たちの施設や、色々な集まりで、歌やダンスをすることがよくあるので、色々な人と会って話すチャンスがたくさんあって楽しいです。
Q：　クラスには何人いるの？

A：　（　　）人います。でも、プロジェクトや図画工作をしたり、遠足をする時には、他のクラスの子と一緒にすることが多いです。クラスが小さいので、個人的に助けてもらうことができるし、年齢の違う子たちと一緒だと、もっと色々なことを学べます。

Q：　ホームスクーリングではどんなカリキュラムで勉強するの？

A：　（チャレンジ、公文、チアにっぽんの教材、CLE、ＡＢｅｋａ）のコースにそって勉強しています。

☆　必要に応じて、そのコースについて説明する。例えば、ＣＬＥなら、「アメリカのホームスクーラーのために作られたコースです。一年で一科目につき１０冊の本を勉強することになっていて、９冊終えると、その学年の復習の本を１冊して、それから学年のまとめのテストをします。この前のテストでは、９３％でした。」、「国算社理は、チャレンジを使っていますが、英語は、CLEを使って勉強しています。」など）　
☆　それぞれの子供によっても異なるので、それをうまく説明できるよう練習するといいでしょう。

Q：　テストはあるの？　

☆　状況に応じてですが、ほとんどのカリキュラムに、テストがついているので、「ある」と答えるといいと思います。

Q：　好きな／嫌いな／得意な／苦手な科目は何？　理由は？　

☆　英語で勉強している子も、科目はきちんと日本語で言えるよう練習しておくといいです。

Q：　社会見学や遠足や運動会はあるの？　スポーツは？

A：　はい、博物館や、科学館や、水族館などに行きます。地域の運動会にも参加します。ホームスクーリングをしている子供の集まりで、スポーツ大会をします。

Q：　学習記録や通知表／成績表はあるの？

A：　はい。成績表や学習記録のフォルダやテスト結果を見たいですか？

☆　子供によっては、「学習記録」や「成績表」、「通知表」というのが何かわからない子もいるかもしれないので、説明してあげるといいでしょう。特に、「成績表」「通知表」については、どんなふうに記録しているかに応じて、子供が答えられるように教えてあげてください。

Q：　大学に行きたい場合はどうするの？(大きい子どもの場合)

A：　英語と日本語の両方で勉強しているので、英語で高校卒業レベルの試験を受けて、外国の大学に進むこともできるし、または、日本で「高等学校卒業認定試験」を受けて、大学に進むこともできます。

Q：　ホームスクーリングするのは、法律違反なんじゃない？(大きい子どもの場合)

A：　母が教育委員会の人（または校長先生）と話して、ホームスクーリングをすることを説明して、ちゃんと理解してもらっています。
Q:　お母さんは先生としての資格があるの？　（大きい子どもの場合）
A:

＊　母は、（CLEまたはCVCなどの）先生の資格をもっています。

＊　アメリカやその他の国でも、ホームスクーリングでは親が教えています。僕（私）のことをよく知った上で、熱心に教えてくれて、とてもいい先生だと思います。楽しいです。また、他の先生も協力して教えてくれています。

＊　先生として教えるための一番の資格は、子供を愛していて、子供の必要を何よりも気づかい、子供のために最善を尽くそうとすることだと思います。母は、とても良い先生です。苦手な面でも、いろいろと調べて教えてくれます。そして、クリスチャンとしての信念をもって教えてくれています。
☆　子どもにはなかなか難しいですが、親のほうが、いわゆる「教員免許」と「資格」とは違うこと、そして、私たちは、子供のことを愛し、子どものための最善を願い、子どもについて最終的な責任を持つ親として、子どもを教える「資格」があるという確信に立っていることが大切ですね。
その他の質問

Q：　（日本語が少し英語っぽかったり、英語ほど上手でない子どもの場合：）どうして日本語よりも英語のほうが上手なの？

A：　日本語もちゃんと勉強しています。父が外人で／外人の人も一緒に住んでいて、いつも家で日本語と英語の両方を話すし、勉強もだいぶ英語でしているので、英語のほうが得意ですが、日本語も頑張っています。

　　　ホームスクーリングのための教材は英語が多かったので、英語のほうが得意ですが、日本語も一生懸命学んでいます。
Q：　おこづかいはもらえるの？

Q：　ボランティア活動って、何をするの？　

☆　各ホームでしている活動について、子供の年齢に応じて説明の仕方を教えてあげてください。

Q：　「証し」、「伝道」って何？
Ａ：　色々な人に、聖書にある神の愛についてや、イエス・キリストの救いのメッセージについて教えてあげることです。

Q：　そうやって色々な人に話しかけるのって、いやじゃない？　断られると、どんな気持ち？

Ａ：　最初は少し恥ずかしかったけれど、慣れました。断られると少しがっかりすることもあるけど、とても喜んでくれる人もたくさんいます。そういう時は、とてもうれしいです。

Q：　働かされているの？　

Ａ：　え、どういう意味ですか？　何も無理やりさせられたりはしてません。それに、お金のためにしているのでもありません。家での手伝いはよくします。

Q：　TVや映画は見る？　どうして？

Ａ：　少しニュースを見たり、ためになる番組を選んで録画して見るぐらいです。

Q：　TVゲームやコンピューターゲームする？　どうして？

A:　

＊　たまに、良い／教育的なゲームをする。

＊　外で遊ぶほうが楽しいから、あまりしない。
Q：　自分の部屋はあるの？

A:　お兄ちゃんと一緒の部屋があります。

以下のような質問についても、トークタイムのような形で一緒に話すといいかもしれません。

Q：　大きくなったら何になりたい？／将来の夢は？

Q：　趣味は何？
Q：　学校が休みの日は何をするの？
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

付属 ａ
キッドランド＃４６より：　ホームスクーリングについて
子供たちは、外部の人に対してホームスクーリングについて話す機会があまりないので、それについて聞かれると、どう答えていいのかわからず、自信をもって話すことができません。子供たちが自分の育てられ方やスクーリングについて理解し、自信をもてるよう助けることはとても大切です。そうすると、ホームスクーリングを通して自分の受けている素晴らしい訓練について確信を持つ助けになるだけでなく、外部の人にも、自分のライフスタイルや教育について自信をもって語る助けになります。ホームスクーリングについて自信をもって説明できないのが、恥ずかしいからであれ、自分の勉強が遅れ気味なので劣等感を感じているからであれ、どう説明したらいいのかわからないからであれ、それについて何かできるはずです。すべては、教えることと訓練にかかっています。

解決策：

· 社会性に重点を置くこと。子供たちが遠足、証し、フォローアップに出かける機会を探し、彼らが、人々と会って話すのに慣れ、恥ずかしく感じたりしないようにする。人々に会い、彼らのことを知るようになることは、宣教師としての生活に欠かせません。

· 子供たちと一緒に、聖霊と、大胆さの鍵のために祈る。「聖霊があなたがたにくだる時、あなたがたは［鍵の］力を受けて、…わたしの証人となるであろう」（使徒1:8）

· 学科の遅れている子どもを助け、また学ぶのに時間がかかる子どもを励ます。補習と、集中的指導をすることによって、年齢相応のレベルに引き上げるように助けてあげると、学年を聞かれて恥ずかしく思うこともなくなります。

· あなたの子どもが、勉強はつまらないと考え、意欲が無いのであれば、その理由を解明する。方法を変えたり、あるいは、勉強を興味深くし、子どもが夢中になるように工夫することです。

· 子どもの特に興味のある分野を見つける。音楽や、電気関係、動物の世話、文学、歴史、地理学習の深みに至るまで。子どもの興味を趣味に変え、他の人にも教えたいと思うまでに、意欲や自信を持たせるようにすることです。

· ホームスクールについて、子ども達が説明できるようにする。最初に鍵となる説明を学んだなら、それが踏み台となり、このような話題について話す事の助けとなりうるでしょう。

付属　ｂ
ホームスクーリングに関する、ジェッツと子ども向けのリーディングリスト (キッドランド＃４６)

下にあげたものは、直接、教育に関係するものもあれば、ファミリーのスタンダードやライフスタイルに関係したものもあります。御言葉と私たちのサンプルによって、子供たちがファミリーの持つものを理解し、尊ぶのを助け、ホームスクーリングをする理由についてビジョンを得るのを助けることができます。


MLKs: 
トピック：学ぶこと、スクール
* "Children of the Future!" (MLK #36)
* "Press in Now, Have a Blast Later!" (MLK #92)
その他 
* "Be Ye Doers of the Word" (MLK #28)
* "Climbing That Mountain Together" (MLK #38)
* "The Heavenly Vision" (MLK #46)
* "Get Ready Now!" (MLK #54)
* "Take Time to Clean Your Window" (MLK #60)
* "Dump the Dirty Language" (MLK #63)
* "Our Goals" (MLK #68)
* "Our Family Is Built on the Word" (MLK #69)
* "Get the Full Power" (MLK #71)
* "Tend the Garden of Your Heart" (MLK #72)
* "What Makes a Missionary?" (MLK #75)
* "God Supplies" (MLK #152)

Gen-Ups: 
トピック：学ぶこと、スクール
* "Why Scholastics?" (GU #9, pgs.13-16)
* "Scholastic Studies Can Be Fun" (GU #10, pgs.19-20)

HTKs: 
トピック：学ぶこと、スクール
* "How to Teach!" (HTK Vol.1, pg.191)
* "Daydreaming!" (HTK Vol.1, pg.258)
* "Apply Yourself!" (HTK #82)
その他 
* "Do unto Others!" (HTK Vol.1, pg.332)
* "We've Got a Lot to Learn!" (HTK Vol.1, pg.400)
* "What Does It Mean to Be Truly Revolutionary?" (HTK Vol.1, pg.284)
* "I Need Fighters!" (HTK #37)
* "Endtime Olympics" (HTK #38)
* "Victory '97" (HTK #41)
* "Launch Out" (HTK #61)
* "Purge Your Playthings" (HTK #63)
* "Elite Troops" (HTK #67)
* "You Are What You Watch" (HTK #68)
* "The Benefits of the Family" (HTK #69)
* "Dump the Dirty Language" (HTK #77) 
* "We're Prophets!—As Are You!" (HTK #103)

Kiddy CAT Book study sections 
* "敬神的/非敬神的な教育," section 41 
* "神の道　対　人間の道," section 43
* "この世との関係," section 87
* "奉仕," section 96
付属　ｃ
ホームスクーリングに関する、大人向けのリーディングリスト (キッドランド＃４６)

"「これからどこに向かうのか?」 (ML #3398, GN 991)
* 「シェパード、親、そしてすべての人のための解決策」(ML #3389, GN 985)
* 「ホーム・エデュケーションのハウツー」 (ML #3189, GN 794)
* "Dispelling the Myths about Family Education, Parts 1-2" (FSM #398 and 403)
* "CLE" (FSM #312, Childcare Reference Handbook, pg.642)
* "Evaluating Home Schooling Programs" (FSM #277, Childcare Reference Handbook, pg.486)
* "Educating Our Children" (FSM #263, Childcare Reference Handbook, pg.438)
* 「ホーム・スクーリング－－試され、証明される！」Raise 'Em Right, pg.775
* 「ホーム・スクーリング実践者ガイド」Raise 'Em Right, pg.637
* Home Educators 1-2, 8-9 
* If available from your FED Resource Center: "What Is That in Thine Hand?" "Home Schooling How-tos," "The School Vision Parts 1-7," "Teach Me Time," "School Days," and other samples of teaching done for various age groups (GAP Video Series)
* "On Accreditation," GV supplement #47
* "The Christian's Relationship to Worldly Society," ワードベーシック 
* "Christianity in Crisis/Children," ワードベーシック
* ｢キリストを中心とする聖書を基盤とした教育｣声明文
* ｢ファミリーの教育の利点｣声明文
* ｢社会性｣声明文
* "What People Say About Homeschooling" PEP 1 
* "Teaching in the Home," PEP 1 
* "PEP Reading List," PEP 1
（2003年のデリゲーツミーティングで配られたFEDからのCDには、ホームスクーリングの法的なことも含めて、色々な資料が入っているので、それもどうぞ参考にしてください。）

eom
